
討議資料

写真左：平成 30 年 2 月　代表質疑

写真右：平成 30 年１月　六甲道駅での活動

   ★　毎月末　報告会を開催しています。
　　   電話・ＦＡＸ・メール等でご予約いただき、ぜひ、ご参加ください。　

都市型創造産業の集積

デザイナーやクリエイターなどフリーランスを誘因する施策とコワーキングスペース

のようなイノベーション拠点を創出する施策を促進し、 新たな価値を創造できる

人々を神戸に集積すべきである、 と質疑。

神戸市は、 統括プロデューサーを核とした支援ネットワークを構築し、 活動拠点を

形成するための助成を新設。 「都市型創造産業」 の集積に力を入れる、 とのこと。

現在、 北区の谷上エリアから三宮、 ポートアイランドとＩＴ関連ベンチャーも集積し

つつある。 また、 王子公園駅付近の阪急高架下の例をふまえ、

魅力ある既存資産をリノベーションし、 場の力で人を集めることも提言。

魅力ある人や場が、 さらに人を呼び込む施策を　！

神戸の自然を活かした観光施策

「神戸観光局」 の発足を受け、 公民連携による神戸の自然を活かした観光施策

（「ブルーフラッグ」 取得を目指す須磨海岸、 インバウンド客の誘導を目指す六甲山

など） について質疑。

夜景を観ながらトレッキングやトレイルランができる六甲山系の魅力の発信と

摩耶山のマヤ遺跡ツアーが好評である例をあげ、 ツアー型コンテンツの充実を要望。

六甲山 ・ 摩耶山の活性化に向けての戦略策定の一環で、

都心からの直行バスの運行社会実験が開始予定。

オープンデータ利活用やオープンガバメントの分野における姉妹都市 ・ バルセロナ市との連携

市民参加型社会の新しい公共サービスの仕組みであるオープンバメントの分野において、 先進的なバルセロナ市

と連携をしている神戸市。 ヤフーや NTT ドコモとのデータに関する事業連携協定や市民向けスマホアプリ開発な

どの取り組みを評価し質疑。 また、 集約される情報をデータ化 ・ オープン化する専門的な部署の配置を要望。

  ↑灘高架下オープンフェス

  ↑須磨スマイルビーチプロジェクト

  ↑マヤ遺跡ツアー （摩耶山）


